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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・昨日の勉強会（緊急時対応）で、所在不明時の説明に一部追加訂正がある為、詳しくは昨日のカンファレンスの勉強会資料を確認して下さい。

・利用日に連絡もなく定時来所されない利用者様へは、リーダーが欠席理由の把握をし、必ず連絡を取るようにして下さい。又、欠席が多い利用者様については対応策を考え、主治医に状況報告していく事。

＜心理チームより自立支援の区分調査について＞

青風荘の入居者対象に自立支援の区分調査を行っている

ＭＭＳ　　　　　　

ＨＤＳ－Ｒ　　　　認知症のスクリーニングテスト（ふるいにかける）

全部できて30点　21／20　　21点以上であれば認知症ではないが20点以下であれば認知症と疑われる
ＭＭＳ

· 見当識　　・物品名の即時再生、遅延再生

· 計算問題　・物品の呼称

· 文章復唱　・言葉の指示に従う

· 文章を読んで指示に従う

· 文章を書く　・五角形を描く

ＨＤＳ－Ｒ
・年　・見当識　・場所　・言葉の即時再生、遅延再生

・岩城　敏夫様～認知症の疑いなし。場所を確認すると、「青陽館」と答えている。聴覚からよりも視覚からアプローチする関わりが良い。物忘れがある。

・袴田　淑子様～認知症の疑いなし。何かを促す時は、本人が理解しているか確認してから物事を進めたほうが良い。傘や服薬などを忘れることがある為、条件付ける行動療法が効果的。

・其田　淑子様～認知症の疑いなし。ＭＭＳ－ＥとＭＭＳ－Ｒを行っている。文章の最初と最後は覚えているが真中の部分が抜けてしまう為、短い文章で伝えた方が良い。聴覚からよりも視覚からの関わりが良い。

・奥山以依子様～認知症の疑いなし。本人が場にそぐわない行動を取っている場合は、捉え間違いや勘違いをしていると考えられる為、その都度修正をする関わりが良い。

・船場　幸子様～認知症の疑いなし。緊張感が強く、本人の能力を正確には図れなかった。消極的である為、出来たことを伝えると自信に繋がる。

・下町サン子様～認知症の疑いなし。通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ青陽館としっかりと名称を答えている。文章を繰り返すことが出来なかったので視覚から情報を入れる関わりが良い。物忘れは自覚しているが、その為に何かを工夫している事はないとの事で、メモを取ることや物は同じ場所に置く等アドバイスしている。

・佐藤ミツ子様～点数としては認知症疑いだが、精神遅滞、緊張の影響もあり、認知症とは判断が難しい。「後で～する」では出来ないため「今～する」と行動に繋げた方が良い。出来ないと「ごめんなさい」と謝ってくるので、「出来なくてもいい」ではなく、「ここが良くて良かった」と誉めて終わるのが良い。

・小向　武雄様～前回と比較すると上がり下がりがありバラバラである。ＨＤＳ－Ｒだけでは認知症となる。集中の持続時間が短い。野菜の名前は3つぐらいまでは言えるが他の名前が言えない。考える姿勢があるので考えるのを待ってあげると良い。
・高島吉太郎様～物当ては出来ている為、視覚からの情報を入れる関わりが良い。引き算は3つ続けて正解している。塗り絵よりドリルが適していると思われる。

＜事例検討＞

沢田　三朗様（62）　統合失調症　デイケア利用歴:1ヶ月　利用日:金曜日　10月の利用率０％

検討内容　長期中期短期の目標設定

長期目標　　再発せずに安定した地域生活を送る。

中期目標　①再発防止に努める。

②引きこもり状態にならない。

短期目標　①病識を理解し忘薬なく、不調時には訴える事が出来る。

②デイケア利用時には来所出来るようにする。

現状と評価
・通所利用を拒否している為、本人とは殆ど話が出来ていない。

・外来時に迎えに行っている（外来10時頃）が、色々な理由を付けてその場をかわそうとする。

・普段は散歩に行き、外出の機会は作っているし、薬も飲んでいるからデイはいらないとの発言がある。

・帰りのバスが15時過ぎると家に着くのが暗くなると話す。

検討結果
· 外来時には迎えに行く。

· 言い訳をするため、生活状況を熟知しているスタッフでなければ介入が難しい。

· 通所利用の説得をするには、生活状況を把握しなければならない。

· 自由に出入りが出来る（来ても来なくてもいい所）と思うと利用中断してしまう為、生活状況を理解した上でデイケアに来れるよう本人を説得する必要がある。

· デイケアにて食事を摂る事を目標に組み込んでみる。

＜利用者様状況＞

・高田　マキ様～本日は定時前には来所されている。来所後「用事があるから今日早目に帰りたいんですけど」と話してくる。理由を尋ねると、明日法事がありその準備の為に早く帰りたい、洗濯物をたくさん持参しており、洗濯物を持って帰るのが大変だからとも話している。スタッフを代えては同様の話を繰り返し、昼で帰りたいと等とも話す為、昼食代が全額負担になってしまう事を説明すると「どうして束縛するの」「ここは監獄だ」「自分の気持ちを分かってくれない」「ここに来る理由が分からない」等の他、法律や年金への愚痴、政治家の悪口を乱暴な口調で訴えかけてくる。通所利用の目的について尋ねても「わからない。」と答えている。通所開始時の目的は就労希望であったが現在は生保であり就労も希望していない。本人も不明確になっている様子が窺え、担当スタッフより今後関係者含め話し合いも検討しているとのこと。

又、叔父様に性的発言を受けたことがあり、法事で顔を合わせるのが嫌だと話している。叔父様の携帯の連絡先は消してあるとの事。

本日昼食後は静養室で休んでいるが、休みながら青明舎や五福に電話を掛けており、通話先から通所へ高田様から電話があったことの連絡がきている。

・細越　定生様～本日15：00から来月の行事について説明があることを昼に知ったことに対し、その予定を何も聞いていないと易怒的となっている。その行事への不参加とそれに関した集まりには参加しないとも話している。

・繁名　和恵様～定時来所しない為連絡をしている。幻聴があると話しているが、事前に食事注文表に○を付けており欠席の連絡もないため昼食代が実費になってしまう事を伝えると1２時前には来所すると話していたが、時間に来所しない為再度連絡をとっている。「耳が痛いのを治してから行きたかった。リスパダールもポンタールも飲んだ。耳から吐き気や咳がした。頭痛いのを抱え込んで眠ってしまった」と風邪症状と幻聴が朝より強くなったことを訴えており、本日は欠席となっている。

昨日メールにて青明舎より情報提供あり、住居先からの苦情があり今後の入居継続に関して姉様同席にて面談を行っているとのこと。今後住居変更の検討がされる為、詳しくはメールを確認して下さい。

＜外来情報＞

· 新堂　寿子　様～冬は路面状況が悪くなるため、通所するのが厳しいと話されている。

· 上久保　善郎様～採血の結果、異常値はあるが正常値付近の値である。

· 柳町　信之　様～子供のテレパシーは変わらずあるとのこと。生活面に影響はない。

· 山田　吉夫　様～先週、薬剤血中濃度（バルプロ酸Ｎａ、炭酸リチウム）の検査実施。血中

濃度が低いが、内服は青山荘スタッフ管理にて行っているとのこと。

＜プログラム検討＞

・1２月分のプログラム入力は終了。本日テキスト提出予定で作業を進めている。

・新プログラムの起案書を修正中。

＜治療環境整備＞

・1２月分の予定表提出済み。

・年末大掃除の予定表は明日（11/18）提出予定。

・備品、施設環境チェックは毎月15日に提出していく。

＜新書式検討＞

・一つ一つの関わりに対しての行う理由付けとその為に必要な書式の洗い出しを行っている。

